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■
令
和
６
年
度
第
３
回
理
事
会

を
開
催

令
和
７
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
を
決
定

当
連
盟
は
令
和
６
年
度
第
３
回
理
事
会
を
令

和
７
年
３
月
17
日
（
月
）、
文
京
区
の
林
友
ビ

ル
会
議
室
に
て
開
催
し
た
。
理
事
会
出
席
者
は

理
事
33
名
、
監
事
２
名
で
、
連
盟
の
定
款
に
基

づ
き
理
事
会
は
成
立
。令
和
７
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
を
決
定
し
た
ほ
か
、
全
市
連
の
業
務

運
営
及
び
第
70
回
定
期
総
会
・
提
出
議
案
（
令

和
６
年
度
事
業
報
告
案
・
収
支
決
算
見
通
し

案
）
等
に
つ
い
て
了
承
を
得
た
。
ま
た
、
林
野

庁
か
ら
福
田
淳
木
材
産
業
課
長
、
高
橋
秀
夫
木

材
産
業
課
課
長
補
佐
、
大
道
一
浩
業
務
課
企
画

官
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
。

【
会
長
挨
拶
】

会
議
開
催
に
あ
た
り
、
守
屋
会
長
か
ら
出
席

理
事
・
幹
事
及
び
林
野
庁
出
席
者
へ
の
謝
辞
を

述
べ
た
後
、
食
品
等
の
諸
物
価
の
高
騰
が
続
く

中
、
木
材
の
価
格
も
上
げ
て
い
く
方
法
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

法
の
施
行
を
控
え
、
需
要
者
か
ら
合
法
性
確
認

木
材
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
発
電
に
供
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
供
給

で
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
情
報
伝
達
へ

の
対
応
も
必
要
な
っ
て
き
て
い
る
。
本
日
は
今

年
の
定
期
総
会
に
提
出
す
る
議
案
等
を
審
議
い

た
だ
く
ほ
か
、
林
野
庁
の
方
々
か
ら
政
策
等
に

つ
い
て
情
報
提
供
を
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
。

本
日
の
会
議
が
有
意
義
な
も
の
と
な
る
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
る
等
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

【
林
野
庁
木
材
産
業
課
か
ら
の
情
報
提
供
】

林
野
庁
の
福
田
木
材
産
業
課
長
よ
り
次
の
事

項
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
い
た
だ
い
た
。

○
改
正
物
流
効
率
化
法
の
施
⾏

今
年
の
４
月
か
ら
す
べ
て
の
荷
主
に
対
し
て

努
力
義
務
と
し
て
、
積
載
効
率
の
向
上
、
荷
待

ち
時
間
の
短
縮
、
荷
役
等
時
間
の
短
縮
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
実
施
に

務
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

来
年
の
４
月
以
降
は
、
年
間
９
万
ト
ン
以
上

の
貨
物
を
取
り
扱
う
事
業
者
は
特
定
荷
主
と
し

て
指
定
さ
れ
、
中
長
期
計
画
の
作
成
や
定
期
報

告
な
ど
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
木
材
の
よ
う
に
材
積
で
契
約
し
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
容
積
１
⽴⽅

メ
ー
ト
ル

を
２
８
０
㎏
と
し
て
換
算
す
る
方
法
な
ど
を
検

討
中
。

○
木
材
取
引
の
現
状
と
再
造
林
の
確
保
に
向
け

た
取
組

こ
れ
か
ら
再
造
林
へ
移
行
し
て
い
く
中
で
、

再
造
林
を
確
保
で
き
る
よ
う
木
材
を
高
く
買
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
。
需
給
情
報
協
議
会
に

先
駆
け
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
販
売
価

格
に
つ
い
て
、川
下
で
は「
自
社
が
主
体
と
な
っ

て
決
め
て
い
る
」
が
多
い
が
、
川
上
に
行
く
に

つ
れ
て
「
販
売
先
が
主
体
と
な
っ
て
決
め
て
い

る
」
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
川
下
側
の
価
格

決
定
力
が
強
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
木
材
の
価
格
決
定
に
お
い
て
は
、
需

給
や
市
況
等
が
重
視
さ
れ
る
一
方
、
森
林
育
成

（
再
造
林
）
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
木
材
の
購

入
時
、
販
売
時
と
も
に
意
識
さ
れ
な
い
傾
向
に

あ
る
の
で
、
再
造
林
に
い
く
ら
か
か
る
の
か
を

認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
。

資
源
の
循
環
利
用
実
現
す
る
た
め
に
は
、
川

上
（
販
売
者
）
か
ら
川
下
（
購
入
者
）
ま
で
の

関
係
者
が
、
再
造
林
を
含
む
森
林
育
成
コ
ス
ト

へ
の
理
解
を
深
め
た
上
で
、
木
材
価
格
が
形
成

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
。

木
材
取
引
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

は
、
木
材
流
通
事
業
者
か
ら
の
報
告
が
最
も
多

く
、
次
い
で
木
材
加
工
事
業
者
か
ら
の
報
告
が

多
か
っ
た
。 
代
金
の
支
払
い
や
金
額
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
が
比
較
的
多
く
報
告
さ
れ
た
。
優

先
的
地
位
の
乱
用
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
公
正
な
取
引
に
務
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
令
和
６
年
の
木
材
産
業
に
お
け
る
主
な
労
働

災
害
・
火
災
の
発
生
状
況

木
材
・
木
材
品
製
造
業
は
、
死
亡
災
害
が
令

和
６
年
４
件
、
令
和
５
年
９
件
、
死
傷
災
害
が

令
和
６
年
９
６
９
件
、
令
和
５
年
１
０
７
４
件

と
他
産
業
に
比
べ
て
多
い
。
ま
た
工
場
の
火
災

発
生
件
数
も
発
生
面
積
も
他
産
業
に
比
べ
て
大

き
い
。
労
働
災
害
の
発
生
を
抑
え
る
よ
う
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。
安
全
点
検
の
実
施
に
は
、

全
木
連
の
作
成
し
た
「
安
全
診
断
・
評
価
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

○
こ
の
他
、
建
築
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー

ボ
ン
削
減
を
通
じ
た
木
材
利
用
の
促
進
に
つ

て
も
、
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
削
減
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
、
木
材
の

製
造
時
・
輸
出
時
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
国
産
・

外
国
産
で
比
較
す
る
と
、
製
造
時
・
輸
送
時
の

合
計
で
は
国
産
の
方
が
小
さ
い
又
は
同
等
の
傾

向
に
あ
る
こ
と
、
建
築
物
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
普
及
に
向

け
た
今
後
の
政
策
の
動
向
等
に
つ
い
て
情
報
提

供
い
た
だ
い
た
。

【
林
野
庁
業
務
課
か
ら
の
情
報
提
供
】

業
務
課
の
大
道
企
画
官
か
ら
は
樹
木
採
取
区

関
連
の
動
き
に
つ
い
て
次
の
情
報
提
供
を
い
た

だ
い
た
。

①
新
た
な
樹
木
採
取
権
の
公
募
に
つ
い
て

対
象
森
林
計
画
区
は
：
令
和
７
年
度
公
募

予
定
は
、
北
海
道
（
渡
島
檜
山
、
日
高
）、

中
部
（
宮
・
庄
川
）。
令
和
６
年
度
中
に
樹

木
採
取
区
を
指
定
予
定

②
造
林
付
き
立
木
シ
ス
テ
ム
販
売
の
公
募
に
向

け
た
需
要
拡
大
構
想
の
募
集
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に
始
め
た
取
組

で
、マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ（
Ｍ
Ｓ
：

守屋会長挨拶
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提
案
募
集
）
で
提
案
が
な
か
っ
た
場
合
に
規

模
・
期
間
縮
小
す
る
な
ど
要
件
を
変
更
し
て

募
集
を
行
う
。

対
象
と
な
る
森
林
計
画
区
：
令
和
６
年
度

は
、
11
月
14
日
～
２
月
14
日　

関
東
局
（
那

珂
川
、
利
根
上
流
）、
11
月
25
日
～
２
月
26

日　

九
州
局
（
姶
良
）
で
こ
の
２
局
は
す
で

に
募
集
期
間
が
終
了
し
て
お
り
、
現
在
は
令

和
７
年
３
月
17
日
～
６
月
17
日 

東
北
局（
東

青
、
宮
城
南
部
）
に
お
い
て
募
集
中
。

具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
３
点
。

・
地
域
に
お
け
る
木
材
需
要
の
拡
大
等
に
関
す

る
情
報
を
収
集
す
る
た
め
に
実
施

・
局
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
構
想

提
供
書
を
提
出

・
素
材
生
産
事
業
者
側
か
ら
の
構
想
提
供
も
可

（
樹
木
採
取
権
の
Ｍ
Ｓ
で
は
川
下
の
み
）

詳
細
は
各
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
各
局
の
資
源
活
用
課
に
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。

【
議
　
事
】

１
．
業
務
・
情
勢
報
告

令
和
６
年
度
後
半
の
業
務
・
情
勢
報
告
を
行

い
、
承
認
さ
れ
た
。

○
全
国
優
良
木
材
展
示
会
の
開
催

当
連
盟
主
催
の
全
国
優
良
木
材
展
示
会
を
令

和
６
年
11
月
22
日
（
金
）、（
株
）
東
海
木
材
相

互
市
場
・
大
口
市
場
で
開
催
し
た
。
農
林
水
産

大
臣
賞
１
点
、
林
野
庁
長
官
賞
２
点
、
愛
知
県

知
事
賞
２
点
、
中
部
森
林
管
理
局
長
賞
２
点
等

合
計
13
点
が
表
彰
さ
れ
た
。

○
第
28
回
国
産
材
需
要
拡
大
製
材
品
特
別
展

全
市
連
、
木
曽
木
材
工
業
協
同
組
合
（
麦
島

照
幸
理
事
長
）
及
び
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合

（
勝
野
智
明
理
事
長
）
は
、
１
月
24
日
（
土
）、

第
28
回
全
市
連
国
産
材
需
要
拡
大
製
材
品
特
別

展
示
会
を
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
に
お
い
て

開
催
し
た
。
林
野
庁
長
官
賞
１
点
、
長
野
県
知

事
賞
１
点
、
中
部
森
林
管
理
局
長
賞
１
点
等
合

計
５
点
が
表
彰
さ
れ
た
。

○
令
和
６
年
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会

令
和
６
年
度
の
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

習
会
を
令
和
６
年
２
月
７
日
（
金
）、８
日
（
土
）

に
東
京
会
場
（
木
材
会
館
、
東
京
都
江
東
区
）

２
月
21
日
（
金
）、
22
日
（
土
）
に
大
阪
会
場 

（
大
阪
木
材
仲
買
会
館
、
大
阪
市
西
区
）
で
開

催
し
た
。（
詳
細
記
事
は
別
掲
）

○
全
市
連
福
祉
共
済
保
険

保
険
事
業
の
健
全
運
営
に
向
け
、
加
入
事
業

所
数
や
加
入
口
数
の
増
加
に
努
め
て
き
た
が
、

令
和
７
年
２
月
時
点
で
１
、１
６
９
口
と
な
っ

た
。
会
員
市
場
職
員
の
皆
様
の
福
利
厚
生
と
全

日
本
林
業
機
械
化
協
会
が
事
業
を
実
施
。
全

市
連
は
、
林
業
・
木
材
関
係
団
体
と
と
も
に
協

力
団
体
と
し
て
事
業
の
実
施
に
協
力
。北
海
道
、

岩
手
県
、
福
島
県
、
長
野
県
、
奈
良
県
、
山
口

県
等
に
お
い
て
実
証
主
体
が
事
業
を
行
い
、
令

和
７
年
２
月
28
日
に
全
国
の
実
証
主
体
の
参
加

の
下
、
成
果
検
討
会
を
開
催
し
た
。

○
制
度
改
正
へ
の
対
応

改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
施
行
、
発
電
利

用
に
供
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
証
明
の
た
め

の
林
野
庁
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正
（
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
Ｇ
Ｈ
Ｇ
関
連
情
報
の
提
供
）、
改
正
物

流
効
率
化
法
の
施
行
、
改
正
建
築
基
準
法
の
施

行
等
に
対
応
す
る
た
め
、
林
野
庁
等
か
ら
の
情

報
提
供
及
び
意
見
交
換
、
連
盟
会
員
へ
の
情
報

提
供
を
行
っ
た
。

議
案
１
　
全
市
連
第
69
回
定
期
総
会
提
出
議
案

に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
、
５
月
26
日
（
月
）
に
開
催
予

定
の
第
70
回
定
期
総
会
（
大
阪
大
会
）
へ
の
提

出
議
案
と
し
て
、令
和
６
年
度
事
業
報
告
（
案
）

及
び
令
和
６
年
度
決
算
見
通
し
（
案
）
を
説
明

提
案
し
、
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

議
案
２
　
令
和
７
年
度
事
業
計
画
案
・
収
支
予

算
案
に
つ
い
て
　

事
務
局
か
ら
令
和
６
年
度
事
業
計
画
案
と
収

支
予
算
案
を
説
明
提
案
し
、
全
員
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

○
令
和
７
年
度
事
業
計
画
案
の
概
要

「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

に
向
け
た
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
へ
の
期

待
、
都
市
等
に
お
け
る
木
材
利
用
の
推
進
、
改

市
連
事
業
運
営
の
た
め
に
も
、
加
入
促
進
に
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
令
和
６
年
２
月

１
日
～
令
和
７
年
１
月
31
日
の
保
障
の
状
況

は
、
死
亡
保
険
金
が
１
件
、
１
、０
０
０
千
円 

（
前
年
度
：
１
件
、
１
０
、０
０
０
千
円
）、
入

院
給
付
金
が
０
件
（
前
年
度
：
２
件
、
３
３
９

千
円
）、
令
和
６
年
度
の
配
当
金
は
、
６
、３
４

３
千
円
（
年
間
保
険
料
１
３
、９
０
４
千
円
、

当
率
45
・
６
％
）（
１
口　

１
、３
０
０
円
／
月
、

実
質
７
０
７
円
／
月
で
２
０
０
万
円
の
補
償
）

○
補
助
・
委
託
事
業
等
の
実
施

［
令
和
６
年
度
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
基
づ

く
合
法
性
確
認
の
た
め
の
研
修
］

令
和
６
年
11
月
11
日
、
全
市
連
、
全
買
連
、

全
木
連
、
都
木
連
は
共
催
に
よ
り
、
今
般
改
正

さ
れ
た
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
改
正
内
容
の
周

知
、
合
法
性
確
認
の
具
体
的
方
法
等
に
関
す
る

情
報
提
供
を
行
う
「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
基

づ
く
合
法
性
確
認
の
た
め
の
研
修
」
を
木
材
会

館
（
江
東
区
新
木
場
）
に
お
い
て
開
催
し
た
。

［
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
構
築
に
向
け
た

需
給
情
報
連
絡
協
議
会
］

日
本
木
材
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
令

和
７
年
２
月
６
日
、
令
和
６
年
度
国
産
材
の
安

定
供
給
体
制
の
構
築
に
向
け
た
中
央
需
給
情
報

連
絡
協
議
会
を
開
催
、
１
月
に
は
全
国
７
地
区

に
お
い
て
地
区
別
需
給
情
報
連
絡
協
議
会
を
開

催
し
た
。

［
顔
が
見
え
る
木
材
供
給
体
制
構
築
事
業
］

全
日
本
木
材
組
合
連
合
会
、
日
本
木
材
総
合

情
報
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
実
施
。
全
国
で
８
の

実
施
団
体
が
事
業
活
動
を
行
い
、
３
月
12
日
に

全
国
の
実
施
団
体
の
参
加
の
下
、
成
果
報
告
会

を
開
催
し
た
。

［「
新
し
い
林
業
」
経
営
モ
デ
ル
実
証
事
業
］

理事会の様子
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提
供
・
意
見
交
換
、
木
材
利
用
、
木
材
流
通

の
推
進
等
に
資
す
る
各
種
提
言
活
動
、
改
正

建
築
基
準
法
の
施
行
に
向
け
た
対
応
等

オ
．
安
全
衛
生
対
策
の
徹
底
に
よ
る
安
全
安
心

な
市
場
・
職
場
環
境
の
整
備

車
両
・
墜
落
等
労
働
災
害
の
未
然
防
止
、

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
の
強

化
等

○
令
和
７
年
度
収
支
予
算
案
の
概
要

予
算
で
は
、
経
常
収
益
２
５
、０
４
６
千
円

（
対
前
年
度
予
算
比
99
・
６
％
）、
経
常
費
用
２

４
、８
７
９
千
円
（
同
比
99
・
７
％
）、
当
期
経

常
増
減
額
１
６
７
千
円
を
計
上
し
た
。
主
要
な

収
入
源
で
あ
る
一
般
会
費
収
入
、
福
祉
共
済
事

業
収
入
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
の
１
０
１
・

１
％
、
１
０
０
・
０
％
。
国
か
ら
の
補
事
・
委

託
業
収
入
は
、
２
７
０
万
円
を
計
上
し
た
。

■
令
和
６
年
度
第
３
回
正
副
会

長
・
支
部
長
会
議
、
表
彰
委
員

会
及
び
合
法
性
木
材
事
業
者
認

定
審
査
委
員
会
を
開
催

３
月
17
日
、
理
事
会
開
催
前
に
本
年
度
第
３

回
の
正
副
会
長
・
支
部
長
会
議
を
開
催
し
、
第

70
回
定
期
総
会
大
阪
大
会
提
出
議
案
（
令
和
６

年
度
事
業
報
告（
案
）・
同
決
算
見
通
し（
案
））、

令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
、
令
和

７
年
度
会
費
分
担
、
役
員
交
代
の
進
め
方
、
大

阪
大
会
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
審
議
等
を

行
っ
た
。

ま
た
、
表
彰
者
選
考
委
員
会
及
び
合
法
性
木

材
供
給
事
業
審
査
委
員
会
を
開
催
し
、
全
市
連

会
長
功
労
者
表
彰
者
30
名
を
決
定
、
申
請
の

正
建
築
基
準
法
の
施
行
、
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ

ド
法
の
施
行
、
改
正
物
流
効
率
化
法
の
施
行
等

の
情
勢
を
踏
ま
え
、
一
層
の
国
産
材
の
安
定
供

給
・
安
定
需
要
の
確
保
に
取
組
む
こ
と
が
重
要

と
の
基
本
認
識
に
立
ち
、
当
連
盟
は
、
木
材
市

場
の
情
報
発
信
、集
荷
、需
給
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
、
価
格
形
成
、
付
加
価
値
向
上
等
の
機
能
を

発
揮
し
て
、
次
の
事
項
に
重
点
的
に
取
り
組
む

こ
と
と
す
る
。

ア
．
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

寄
与
す
る
木
材
利
用
の
促
進

木
材
と
建
築
関
係
者
、
消
費
者
等
を
つ
な

ぐ
人
材
育
成
の
た
め
の
「
木
材
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
養
成
講
習
会
の
充
実
、
木
材
利
用
の

意
義
に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
、
公
共
建
築
物
、
商

業
施
設
、
福
祉
施
設
及
び
中
高
層
建
築
物
等

都
市
部
で
の
木
造
・
木
質
化
の
推
進
等

イ
．
林
業
・
木
材
産
業
成
長
産
業
化
に
向
け
た

国
産
材
の
需
要
拡
大
、
山
元
へ
の
利
益
還
元

を
通
じ
た
国
産
材
の
安
定
供
給

建
築
用
材
の
安
定
供
給
体
制
の
強
化
、
地

域
の
課
題
解
決
・
需
給
情
報
共
有
化
に
向
け

た
取
組
、
優
良
木
材
展
示
会
等
の
開
催
、
林

業
・
木
材
産
業
関
連
７
団
体
に
よ
る
共
同
行

動
宣
言
の
実
施
、
災
害
時
に
お
け
る
木
造
仮

設
住
宅
へ
の
部
材
供
給
体
制
の
整
備
に
向
け

た
取
組
等

ウ
．
合
法
木
材
と
品
質
の
確
か
な
木
材
製
品
の

安
定
供
給
体
制
の
整
備

改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
基
づ
く
合
法

木
材
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
供
給
体
制
の

整
備
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
・
乾
燥
材
な
ど
の
流

通
拡
大
等

エ
．
行
政
・
議
会
等
へ
の
各
種
提
言
活
動
と
制

度
改
正
等
へ
の
対
応

理
事
会
等
を
活
用
し
た
行
政
か
ら
の
情
報

あ
っ
た
合
法
木
材
供
給
事
業
者
等
の
認
定
を

行
っ
た
。
合
法
木
材
認
定
事
業
者
の
新
規
認
定

が
１
件
、
更
新
が
18
件
で
、
令
和
７
年
３
月
17

日
現
在
の
登
録
事
業
者
数
は
２
０
２
事
業
者
と

な
っ
た
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制

度
に
必
要
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
証
明
事
業
に
つ

い
て
は
、
新
規
認
定
が
１
件
、
更
新
が
３
件
で
、

令
和
７
年
３
月
17
日
現
在
の
登
録
事
業
者
数
は

38
事
業
者
と
な
っ
た
。

■
令
和
６
年
度
木
材
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
講
習
会
開
催

全
市
連
は
、
令
和
７
年
２
月
７
日
～
８
日
、

東
京
会
場
の
木
材
会
館
（
江
東
区
新
木
場
）
と

同
21
日
～
22
日
、
大
阪
会
場
の
大
阪
木
材
仲
買

会
館
（
西
区
南
堀
江
）
で
、
令
和
６
年
度
木
材

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
を
開
催
し
た
。
講

師
陣
、
会
議
場
、
当
連
盟
関
係
者
の
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
る
。
参
加
者
は
、
東
京
会
場
が

44
名
、
大
阪
会
場
が
39
名
で
合
計
83
名
。

今
回
の
受
講
者
は
、
木
材
市
場
・
問
屋
等
の

木
材
流
通
、
製
材
等
の
木
材
加
工
、
建
材
、
建

築
・
設
計
、
森
林
組
合
、
林
業
、
建
築
・
設
計

等
幅
広
い
分
野
か
ら
の
参
加
と
な
っ
た
。ま
た
、

東
京
会
場
で
は
、
市
川
英
治
副
会
長
（
東
京
木

材
市
場
）、大
阪
会
場
で
は
、伊
藤
正
雄
理
事（
大

阪
木
材
相
互
市
場
）
に
連
盟
を
代
表
し
て
ご
挨

拶
い
た
だ
い
た
。

講
師
と
教
科
名
は
、
早
稲
田
大
学
の
平
塚
基

志
教
授
「
地
球
環
境
保
全
と
森
林･

木
材
利

用
」、
林
材
ラ
イ
タ
ー
の
赤
堀
楠
雄
氏
「
日
本

林
業
と
課
題
」、
東
京
都
市
大
学
名
誉
教
授
の

大
橋
好
光
氏
「
木
造
建
築
・
木
造
住
宅
に
使
う

木
質
材
料
」、
Ａ
／
Ｅ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
の
栗
田
紀

之
理
事
「
木
造
建
築
と
木
造
住
宅
」、
京
都
大

学
の
杉
山
淳
司
教
授
「
木
の
構
造
と
性
質

－

知
っ
て
お
く
べ
き
基
本
的
な
こ
と
が
ら
と
ル
ー

ペ
に
よ
る
観
察
」、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
木
活
木
森
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
遠
藤
日
雄
理
事
長
（
元
鹿
児
島
大

学
教
授
）「
木
材
需
給
の
動
向
と
木
材
産
業
」。

多
く
の
人
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
二
日
間
の

講
習
会
と
し
て
い
る
の
で
、
短
期
間
に
多
く
の

科
目
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
、
受
講
者
に
は
ご
苦

労
の
多
い
二
日
間
と
な
っ
た
が
、
集
中
し
て
効

率
的
に
学
習
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
。

当
講
習
会
は
、
本
年
も
、（
公
社
）
日
本
建

築
士
連
合
会
の
建
築
士
会
Ｃ
Ｐ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
認
定
を
受
け
て
い
る
。
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
有
資
格
者
は
、
木
材
流
通
・
加
工
、
森
林
組

合
、
建
築
・
設
計
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、

国
及
び
自
治
体
等
行
政
機
関
な
ど
幅
広
い
分
野

に
渡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
木
材
の
良
さ
や

利
用
方
法
を
伝
え
、
木
材
の
需
要
拡
大
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

木材アドバイザー養成講習会の様子
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４
月
に
は
メ
ー
ト
ル
法
公
布
記
念

日
が
あ
る
。
大
正
10
年
の
４
月
11
日

に
計
量
単
位
を
メ
ー
ト
ル
法
に
統
一

す
る
改
正
度
量
衡
法
が
公
布
さ
れ
た

の
で
４
月
11
日
が
記
念
日
と
な
っ

た
。
日
常
で
は
そ
の
後
も
尺
貫
法
が

使
わ
れ
、
メ
ー
ト
ル
法
が
完
全
に
実

施
さ
れ
た
の
は
昭
和
34
年
で
あ
る
。
現
在
も
土

地
、
家
の
間
取
り
、
木
材
の
寸
法
な
ど
で
は
尺

貫
法
で
話
す
こ
と
が
あ
る
が
、
取
引
や
証
明
に

は
メ
ー
ト
ル
法
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
○
メ
ー
ト
ル
法
は
国
際
標
準
だ
が
米
国
で

は
い
ま
だ
に
ヤ
ー
ド
ポ
ン
ド
法
が
主
流
で
あ

る
。
米
国
は
１
８
７
５
年
に
メ
ー
ト
ル
条
約
の

締
約
国
に
な
り
、
そ
の
後
も
メ
ー
ト
ル
法
の
使

用
が
奨
励
さ
れ
た
が
、
普
及
せ
ず
ヤ
ー
ド
ポ
ン

ド
法
が
公
式
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ヤ
ー
ド
ポ

ン
ド
法
に
は
１
フ
ィ
ー
ト
は
12
イ
ン
チ
な
ど
12

進
法
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
わ
か
り
に
く
い
。

○
12
進
法
は
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
の
時
代
か
ら
使

わ
れ
て
い
る
。
人
の
指
は
10
本
だ
か
ら
10
進
法

で
数
え
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
と
な
ぜ
12
進
法

を
使
っ
た
の
か
不
思
議
だ
。
そ
の
理
由
は
10
は

２
と
５
し
か
割
り
切
れ
な
い
が
、
12
は
２
、
３
、

４
、
６
で
割
り
切
れ
る
の
で
分
割
を
考
え
る
の

に
10
進
法
よ
り
も
便
利
だ
か
ら
だ
そ
う
だ
。
昔

は
日
常
生
活
で
分
割
を
考
え
る
機
会
が
多
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
で
は
、

手
の
人
差
し
指
か
ら
小
指
ま
で
の
４
本
の
指
に

そ
れ
ぞ
れ
３
つ
の
骨
が
あ
る
の
で
こ
れ
を
親
指

で
指
し
て
合
計
12
ま
で
数
え
る
12
進
法
が
使
わ

れ
、
も
う
一
方
の
手
の
５
本
の
指
も
使
っ
て
60

ま
で
数
え
て
い
た
。
○
身
の
ま
わ
り
の
当
た
り

前
と
思
っ
て
い
る
こ
と
も
違
う
尺
度
で
み
る
と

新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

雑 記 帳

平塚講師

大橋講師

杉山講師

赤堀講師

栗田講師

遠藤講師


